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標題：金属、半導体表面上の水の構造と電荷移動 

日時：2016 年 6 月 28 日(火) 午後 2 時～午後 3 時 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室（A632）   

講師：松本 吉泰 

所属：京都大学大学院 理学研究科 

要旨： 

 固体表面と水との相互作用や表面近傍の水の構造は、表面科学、電気化学、触媒化学などの多くの分野において重要な

研究課題である。水や氷の構造やその中にある水分子の配向は当然ながら分子間に働く特徴的な水素結合によって規定さ

れている。しかし、固体表面上の水や氷薄膜においては表面との相互作用が重要な役割を果している。たとえば、固体表

面第一層に吸着した水分子の配向が第二層以上の水の配向に影響を与える場合もあるし、また逆に第二層以上の水との相

互作用により第一層の水分子の配向やそれの基づく物性が影響を受けることも考えられる。そこで、本講演では、これに

まつわる以下の二つのトピックについて本研究グループの最近の研究成果を中心に議論する。これらは片や金属表面での

氷結晶薄膜、片や半導体表面上の疑似液膜と大きく異なるため一見無関係のようだが、表面との電荷移動がこれらに共通

した主題である。 

1. 金属表面に結晶成長させた氷薄膜における分子配向

2. 半導体(光触媒)ナノ粒子表面上での水吸着と電荷ダイナミクス

標題：最先端レーザー光電子分光を用いた極限条件での超伝導研究；超精密測定と非平衡電子状態の観測 

日時：2016 年 7 月 20 日(水) 午後 4 時～午後 5 時 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室（A632）   

講師：岡﨑 浩三 

所属：東京大学物性研究所 

要旨： 

光電子分光は物質中の電子状態を直接観測できる強力な実験手法であるが、励起光源に超高分解能 レーザーを用いる

事で超伝導体等の電子構造を超精密測定する事が出来るだけでなく、フェムト秒パルスレーザーを用いる事でポンプ-プ

ローブ法により非平衡電子状態を観測する事ができる。最先端分光を用いることによって、多面的な側面から超伝導の研

究が出来るようになってきた。講演者はこれまで、世界最高の極低温超高分解能レーザー角度分解光電子分光装置を建設

し、鉄系超伝導体等における超伝導ギャップの精密測定を行い[1-5]、超伝導ギャップにノードを持つ鉄系超伝導体

KFe2As2 におけるオクテット・ラインノード構造[1]、BCS 的な超伝導と BEC 的な超伝導の共存[3]等を明らかにしてき

た。一方、軟 X 線領域の高次高調波レーザーを用いた時間分解光電子分光装置も建設し、非平衡電子状態を観測すること

により、超伝導の起源となるボゾンを観測することや光誘起超伝導の起源に迫ることも出来るようになってきた。 

今回の講演では、マヨラナフェルミオンの実証が期待される Nb 上に代表的なトポロジカル絶縁体 Bi2Se3を成長させた

薄膜における近接効果による超伝導状態の観測、時間分解光電子分光による鉄系超伝導体母物質 BaFe2As2 におけるコ

ヒーレントフォノンの観測について紹介する。

Bi2Se3/Nb については、Bi2Se3 の層数が少ないと薄膜の“表”と“裏”のトポロジカル表面状態間の相互作用によって

ディラック点にギャップが生じると期待されるが、5 quintuple layers (QL)の試料では超伝導ギャップが明瞭に観測され
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た。一方 10QL の試料では、トポロジカル表面状態であるディラックコーンが明瞭に観測されたが、ディラックコーンの

一部でギャップ内状態が存在する事を示唆するスペクトルが得られた。 

コヒーレントフォノンの観測については、BaFe2As2 についても既に様々な手法で観測されているが、今回極紫外レー

ザーでの時間分解光電子分光によって初めて、ホール面、電子面それぞれにおいてコヒーレントフォノン励起を観測し、

その振動の位相が反転している事を見出した。講演では位相反転の起源と光誘起超伝導の可能性について議論する。 
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標題：Quantum spin liquids 

日時：2016 年 9 月 5 日(月) 午後 4 時～午後 5 時 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室（A632）   

講師：Leon Balents 

所属：Kavli Institute for Theoretical Physics, University of California, Santa Barbara 

要旨： 

Quantum spin liquids may be considered “quantum disordered” ground states of spin systems, in which zero point

fluctuations are so strong that they prevent conventional magnetic long range order. More interestingly, quantum spin 

liquids are prototypical examples of ground states with massive many-body entanglement, of a degree sufficient to 

render these states distinct phases of matter. Their highly entangled nature imbues quantum spin liquids with unique 

physical aspects, such as non-local excitations, topological properties, and more. I will give an overview of the different 

types of quantum spin liquids, the models and theories used to describe them, and describe the current status of 

experiments. 

【講師紹介】 

Leon Balents 教授はハーバード大学で学位取得後、1999 年よりカリフォルニア大学サンタバーバラ校(UCSB)で教鞭

を取り、2008 年には同校のカブリ理論物理学研究所(KITP)の Permanent Member に任じられました。Balents 教授は物

性理論の広範な分野で活躍しており、特にトポロジカル相などの理論的な新概念を現実の物質と結びつける点で世界を

リードする研究者です。2013 年には “For the theory of new topological quantum phases of electrons in condensed

matter.” により米国物理学会フェローに選出されました。また、物性研が実施中の頭脳循環プログラムの連携研究者で

もあります。
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